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平成30年10月分

市交際費の支出状況

　
11
月
9
日
㈮
ふ
く
ど
み
マ
イ
ラ
ン
ド
公
園
コ
ー

ス
（
白
石
町
）
で
行
わ
れ
た
男
子
第
55
回
・
女

子
第
31
回
佐
賀
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
、

男
子
は
東
原
庠
舎
東
部
校
が
準
優
勝
を
、
女
子

は
東
原
庠
舎
中
央
校
が
5
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
男
子
レ
ー
ス
（
6
区
間
20
㌔
）
は
、東
部
校
エ
ー

ス
の
山
田
基
貴
さ
ん
（
9
年
生
）
が
1
区
で
区

間
賞
の
走
り
を
見
せ
て
力
走
、
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。
1
時
間
7
分
1
秒
の
好
成
績
で
、
優

勝
チ
ー
ム
と
は
51
秒
の
差
で
し
た
。
12
月
1
日
に

宮
崎
県
西
都
市
で
行
わ
れ
る
九
州
大
会
へ
初
出
場

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
9
月
定
例
市
議
会
で
の
同
意
を
受
け
、

10
月
12
日
付
で
教
育
委
員
に
峯
晋
さ
ん

（
東
多
久
）
を
任
命
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

2
0
2
2
年
10
月
11
日
ま
で
の
4
年
間

で
す
。

◆日時／12月12日㈬　13時30分～　◆場所／第2委員会室（自由に傍聴できます）
◆問い合わせ／教育委員会 教育振興課　☎75－8022月の定例教育委員会のお知らせ12

問い合わせ 学校教育課 学務指導係　☎75−2227

今
月
の
帰
宅
放
送
は
、
東
原
庠
舎
中
央
校
9
年

　藤
原

　祐
樹
さ
ん
（
南
多
久
町
）
で
す

ふ
じ
は
ら

ゆ
う
き

◆
祝
！
東
部
校
九
州
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
初
出
場
！

◆
新
し
い
教
育
委
員
の
紹
介

今月の論語

君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
、

小
人
は
同
じ
て
和
せ
ず

わ

ど
う

し
ょ
う
じ
ん

優れた人物は、協調はするが、

主体性を失わずむやみに同調し

ない。つまらない人物は、たや

すく同調するが、心から理解し

合い親しくなることはない。

短 歌  《麦の芽短歌会 互選》俳 句  《互選》川 柳  《多久市川柳会 互選》

問い合わせ 総務課 秘書係 
☎75ー2115

「
基
本
的
人
権
の
享
有
」

支出種別 　区分　 件数　  金額（円）

弔 慰

見舞い

御 祝

賛 助

激励金

接 遇

会 費

その他

合 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

1 
46 

0 
0 

2 
32 

0 
3 

0 
0 

1 
10 

4 
26 

0 
2 

8 
119

5,000 
160,850 

0 
0 

13,600 
187,600 

0 
16,452 

0 
0 

3,000 
88,384 

28,500 
117,500 

0 
7,200 

50,100 
577,986

健 康 危 機 宣 言 市長　横尾  俊彦

No.257

き
ょ
う
ゆ
う

「なせばなる」と嚶鳴フォーラム 市長　横尾  俊彦

や
ま

だ

も
と

き

み
ね
す
す
む

▲峯晋教育委員▲峯晋教育委員 ▲がんばるぞ！と決意を新たにする
東部校駅伝出場メンバー（11月21日壮行会の様子）

▲がんばるぞ！と決意を新たにする
東部校駅伝出場メンバー（11月21日壮行会の様子）

おう めい

　

　

「
な
せ
ば
な
る 

な
さ
ね
ば
な

ら
ぬ 

な
に
ご
と
も 

な
ら
ぬ
は
人

の 

な
さ
ぬ
な
り
け
り
」

　

こ
れ
は
米
沢
藩
の
名
君
・
上
杉

鷹よ
う

山ざ
ん(

治は
る

憲の
り

）
公
の
教
え
で
す
。
苦

境
に
あ
っ
た
米
沢
藩
を
倹
約
や
殖
産

興
業
な
ど
で
再
建
し
、
人
々
の
心
に

未
来
創
造
の
種
も
ま
き
ま
し
た
。
鷹

山
の
素
晴
ら
し
さ
は
米
国
の
Ｊ
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
も
尊
敬
す
る

人
物
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

鷹
山
公
に
は
恩
師
が
い
ま
し
た
。

細
井
平へ

い

洲し
ゅ
う

先
生
で
す
。
尾
張
国
知
多

郡
平
島
村
（
現
・
愛
知
県
東
海
市
）

の
農
民
出
身
で
、
宝
暦
元
年
（
１
７

５
１
年
）、
２４
歳
で
江
戸
へ
出
て
私

塾
・
嚶お

う

鳴め
い

館か
ん

を
開
き
、
武
士
の
み
な

ら
ず
町
民
農
民
に
も
わ
か
り
や
す
く

学
問
を
広
め
ま
し
た
。
宝
暦
１３
年

に
上
杉
治
憲
（
後
の
鷹
山
）
の
師
と

な
り
ま
す
。
明
和
８
年
（
１
７
７
１

年
）
に
は
米
沢
藩
に
在
国
１
ヵ
年
で

講
義
を
行
い
、
３
次
に
わ
た
り
米
沢

で
教
育
に
あ
た
り
ま
す
。
藩
校
興こ

う

譲じ
ょ
う

館か
ん

は
平
洲
の
命
名
で
す
。

　

鷹
山
と
平
洲
は
徳
治
に
努
め
、
家

臣
や
人
々
の
心
に
改
革
創
造
の
火
を

灯
し
ま
し
た
。「
君
主
は
民
の
父
母
で

あ
る
べ
し
」
等
の
教
え
が
米
沢
藩
に

根
付
き
ま
し
た
。

　

平
洲
の
地
元
、
今
の
東
海
市
は
鈴

木
市
長
を
筆
頭
に
細
井
平
洲
先
生
を

生
涯
学
習
等
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
郷
土
の
先
覚
者
を

顕
彰
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
生
涯
学
習

に
活
か
そ
う
と
い
う
思
い
に
共
鳴
す

る
自
治
体
が
集
う
の
が
多
久
市
も
参

加
す
る
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

　

嚶
鳴
の
意
味
は
、
雄
雌
の
鳥
が
互

い
に
オ
ウ
オ
ウ
と
鳴
き
交
わ
す
こ
と

で
す
が
、
平
洲
が
目
指
し
た
「
朋
友

が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
学
問
に
励
む
」

の
志
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
災

害
時
相
互
支
援
等
も
行
い
、
先
月
は

被
災
地
釜
石
市
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
、
防
災
等
も
学
び
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
１
５
０
年
。
時
代
を
拓

く
人
間
力
を
高
め
た
い
も
の
で
す
。

　

１２
月
１６
日
は
県
知
事
選
挙
、
忘
れ

ず
に
投
票
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
享
有
」
は
、
能
力
や
権
利
な
ど

を
生
ま
れ
な
が
ら
に
身
に
つ
け
て

持
っ
て
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
日

本
国
憲
法
第
１１
条
に
「
国
民
は
、
す

べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ

ら
れ
な
い
。」
と
書
か
れ
て
あ
り
、

す
べ
て
の
国
民
に
「
基
本
的
人
権
」

が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
ど
も
に

は
「
ち
ゃ
ん
と
し
つ
け
を
し
な
け
れ

ば
」
と
、
行
き
過
ぎ
た
し
つ
け
を
し

て
虐
待
を
す
る
親
の
態
度
が
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
こ
と
で
す
が
、
時
に
は
子
ど

も
の
命
を
も
奪
っ
て
し
ま
う
親
が
い

ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行

く
の
は
「
義
務
教
育
」
だ
か
ら
当
た

り
前
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
人

が
い
ま
す
が
、
子
ど
も
に
は
教
育
を

受
け
る
「
権
利
」
が
あ
り
、
「
義
務
」

は
そ
の
親
や
社
会
に
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
に
教
育
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い「
義
務
」が
あ
る
の
で
す
。

同
和
教
育
の
成
果
の
一
つ
で
も
あ
る

の
で
す
が
、
教
科
書
が
無
償
で
配
布

さ
れ
て
い
る
の
も
、「
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
憲
法
第
26
条

で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
ま
で
全
て
の
人
に
「
人
権
」

が
あ
り
ま
す
。
戦
後
、
昭
和
22
年

（
１
９
４
７
年
）
に
憲
法
が
公
布
さ

れ
て
か
ら
、
71
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
の
時
代
、
ど
れ
だ
け
こ
の
「
人
権
」

が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
改
め
て
「
基
本
的
人
権
の
享
有
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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